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   廃品回収へご協力いただき、ありがとうございました。 

 ２月９日（土）、学校支援本部主催の廃品回収を行いました。地域の皆様や保護者の皆様か

らご協力をいただき、予定どおり作業を進めることがで

きました。新聞紙、雑誌、段ボール、アルミ缶、スチール

缶の総重量は、４，５５７ｋｇにもなり、業者の買い取り

価格は、３４，１９１円でした。また、津市リサイクル資

源回収活動報償金の申請をしました。報償金額は１ｋｇ

当たり６円となっていますので、２７，３４２円が交付

されます。 

子どもたちの学習や体験活動のための資金として活用させていただきたいと思います。 

皆様のご支援とご協力に感謝申し上げます。 

スチール缶リサイクル協会から感謝状と助成金をいただきました 

 スチール缶リサイクル協会は「スチール缶の集団回収を

実施している団体」を支援しています。本校は、廃品回収

の際、スチール缶も回収していますので、スチール缶リサ

イクル協会へ応募用紙とスチール缶回収実績を送付した

ところ、２月８日（金）、高野尾小学校学校支援本部に感謝

状と助成金（クオカード２５，０００円分）の贈呈があり

ました。子どもたちのために活用させていただきたいと思

います。 

教育活動アンケートの結果から 

 昨年末には、お忙しい中、学校アンケートにご協力いただきありがとうございました。保護

者アンケートⅠの「お子さんの姿から見て」の15項目の中で、「①そう思う②どちらかといえ

ばそう思う」の合計が90％以上あった項目は、次の6項目でした。そのうち、『子どもは毎日

楽しく学校に行っている』は、100％でした。子どもたちが笑顔で登校してくる姿を見てうれし

く思います。 

『子どもは、毎日元気にあいさつしている。』『子どもは、授業の内容を理解している』『子ども

は毎日、家庭学習（宿題を含む）に取り組んでいる。』『子どもは、相手の気持ちを考え友達と

協力して行動している。』『子どもは、誰に対しても偏見を持つことなく公平に接している。』『子

どもは、毎日楽しく学校に行っている。』 

学校教育目標 《子どもたちに、夢・笑顔・やる気・元気を！》 



また、保護者アンケートⅡの「教育活動から見て」の10項目の中で、「①そう思う②どちら

かといえばそう思う」の合計が、すべての項目で90％以上ありました。その中でも100％であ

った項目は、次の6項目でした。 

 

『学校へは気軽に出入りできる。』『学校の対応（挨拶、電話対応や言葉がけなど）はよい。』 

『学校は困ったことがあるとき相談に行きやすい。』『子どもが、学び育つ場として、学校の環

境は整備されている。』『地域と連携し、高野尾地区の地域の特色を活かした教育活動が行われ

ている。』『総合的に見て、高野尾小学校の教育に満足している。』 

 

次に児童の学校生活アンケート 24 項目の中で、「①そう思う②どちらかといえばそう思う」

の合計が90％以上あった項目は、18項目でした。96%以上あった項目は、次の7項目でした。 

 

『学校は、楽しい。』『先生に何でも話ができる。』『先生はがんばったことをほめてくれる。』『学

校に来られたお客さんに、自分からあいさつしている。』『授業や掃除が始まる時間を守ってい

る。』『困ったとき助けてもらったことがある。』『友達の意見を最後までしっかり聞いている。』 

 

児童アンケートの各項目について、肯定的な回答が多かったことをうれしく思います。来客

があった場合も、自分からあいさつしたり、授業や掃除が始まる時間を守って行動したりする

など、自主性が育っていると思います。また、友達の意見を最後までしっかり聞いたり、困っ

たときには、互いに助け合ったりするなど、仲間を大切にする気持ちが育っていると思います。 

今後は、良いところはさらに伸ばし、「どちらかといえばそう思わない。そう思わない。」とい

う回答があったところは、改善に向けた取組を進めてまいります。 

保護者アンケートにおいては、『総合的に見て、高野尾小学校の教育に満足している。』をは

じめ、全体的に高い評価をいただきました。このような結果が得られますのも、保護者や地域

の皆様のご協力とご支援をいただきながら、充実した教育活動がいくつもできたからではない

かと思います。そのことをうれしく思うとともに、感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとう

ございました。 

なお、「平成３０年度 保護者・児童アンケート結果・まとめ」の冊子は、職員室前に置いて

ありますので、ご来校の際にご覧いただけたらと思います。 

学校評価委員会報告 

３月１日（金）、学校評価委員会を学校支援グループ代表者会議と兼ねて実施しました。「ア

ンケート結果から」「学習について」「外国語科（英語）」などについて、ご意見をいただき

ました。「子どもたちが先生から温かく見守ってもらっていることが感じられてうれしい」

「新しい教科になった道徳や英語の授業を授業参観で保護者に公開してもらうと、保護者

もどのように学習しているかわかり、安心するのではないか」「学ぶことは、苦しいことも

あり、楽しいことでもあると思う。子どもにとっていろいろな学び方がある」「英語が苦手

な子どもが多いと感じる。英語が楽しい、面白いと思える授業をしてほしい」など、たく

さんのご意見をいただきました。いただいたご意見を参考にさせていただき、これからの

教育活動を充実させていきます。                                     


